
容積が一定の直円錐の容器を作り，その側面の面積を最小にしたい。直円錐の底面の半径と高さの比を求めよ。 

（解）直円錐の底面の半径と高さをそれぞれ hr, とおくと，母線の長さは 22 hr  。 

また，容積をV ，側面積を S とおくと 
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とおき，  rf の増減を調べる。 
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このとき 
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（別解）（※）以下 

相加平均≧相乗平均であるから 
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（2014/5/25 時岡） 
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